
Susono City 
“学びの森”だより 

言葉について考える 
梅雨が明ける少し前のこと。学びの森で、森の道標のまとめとなる報告書を書いている

中で、「技能」と「技量」の違いは何だろうという話題になりました。辞書で確認すると、

「技能」とは、「物事を行う腕前、技」、「技量」は、「具体的ではない漠然とした能力」と書

かれていました。どちらの言葉を使うかは、文脈の中で判断するしかなさそうです。今回

の報告書では、「技能」を使った方がよさそうだという結論に至りました。夏休みまでの間、

言葉の面白さと難しさを実感しながら、報告書に向き合う毎日になりそうです。 

 

 そんなことがあったからか、初めて学級担任となり、通信票の所見を書いていたときの

ことを思い出しました。文章を点検してくださっていた学年の先生から、ご指導が入った

のです。「学習に対する欲をもってほしい」という文章を、「学習に対する意欲」に変える

ようにという指示でした。話題にのぼっているその子は、前向きで、まじめに授業に取り

組む生徒です。当然、意欲はありました。担任の私は、その子にもっと貪欲に学ぶことに

向き合って欲しいという切なる願いを込め、敢えて使った「欲」という表現だったのです。

そう易々と引き下がることはできません。「クラスの生徒のことは、誰よりも自分が一番理

解している」と言わんばかりに、最後まで文章の書き換えを拒んでしまったのです。今思

うと、鼻持ちならない、何と生意気な教師だったことでしょう。 

あれから、40 年あまりの歳月が流れました。未だに、言葉や表現には、どこかこだわり

をもってしまう自分がいるようです。 

 

最近、面白いと感じる番組があります。特に興味深く視聴しているのは、Ｅテレで放送

されている「言葉にできない、そんな夜」という番組です。広い意味で言葉を生業にして

いる、作家やミュージシャン、女優といった言葉のプロたちが、様々な「心が動く瞬間」

を自分の言葉で表現したり、著名な作家の文章を引用したりして構成されている番組です。

金曜の夜 10 時という時間帯であることが、面白さを倍増させているのかもしれません。

５月のある回では、「日曜日の夕方の憂鬱な気分をどう表現する？」というお題で進められ、

取り上げられたのが、太宰治の小説「正義と微笑」の一節でした。「日曜だからって、何か

いい事があるかと思うのは間違いだ。人生は、平凡なものなんだ。あすは又、月曜日だ。

あすから又、一週間、学校へ行くんだ。僕は、かなり損な性

分らしい。現在のこの日曜を、日曜として楽しむ事が出来な

い。日曜日の陰にかくれている月曜の、意地わるい表情にお

びえるのだ…（略）」 

学校を悪者にされているようで、いい気持ちはしないの

ですが、うまく言い当てられている気もします。番組をとお

して、日本語の奥深さや美しさを再発見しています。 
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授業を参観していると、きらりと光る言葉やドキッとする言葉に遭遇します。授業中、

「なるほど」「いいね」「一緒～」等、仲間の意見に反応する言葉が聞こえてくる中、「全然

違う」という声を発した子がいました。自分の意見を言いたいあまりの自己アピールの言

葉でした。その時、「それは、失礼だよ」と窘める声がしました。「全然違う」が、相手に対

して、失礼にあたることだと感じたその子の感性を褒めたいところです。また、そのやり

取りを聞き逃さなかった先生は、さりげなく「『ぼくは、違う意見だよ』って言えるといい

ね」と、正しい伝え方を示していました。とても大切なことだと思いました。 

言葉は、感性が生んだ産物だとつくづく思えるこの頃です。 （指導員：照井 久美子） 

 

ＹＯＵカフェ

今年の「YOU カフェ」は、３つの講座を開講します。※申込みは「別紙」をご利用ください。 

① GIGA 研修：デジタルシチズンシップ教育 

これまでの危険性を伝える傾向にあった情報モラル教育から、デジタルシチズンシップ

教育という新しい視点へ。広がる可能性やトラブルをきちんと伝え、子供たちが上手に ICT

と関わり、積極的に活用する指導方法を伺います。 

� 日 時：８月１日（月） 10：30 ～ 12：00 

� 場 所：裾野市生涯学習センター （学習室１） 

� 講 師：今度 珠美（いまど たまみ）先生 

② 教育論文の書き方講座 

何から取り組めばいいか、今から揃えておくべき資料等々、ディスカッションを交えて

情報共有していきます。令和５年度に教育論文を提出する先生方向けの講座です。 

� 日 時：８月３日（水） 13：30 ～ 15：00 

� 場 所：裾野市民文化センター   （視聴覚室） 

③ 授業に役立つ深良用水講座 

深良用水 350 周年記念誌編集委員 田口 建一様を講師に迎え、小学４年生の授業に活

用できるお話を伺います。言わずと知れた“深良用水”ですが、話の引き出しを増やして、

即使える講座です。 

� 日 時：８月８日（月）  ９：30 ～ 11：30 

� 場 所：裾野市民文化センター ２階（31 会議室） 

 

「別紙 「YOU カフェ参加申込書」に記入をして、学校毎にお申込みください。 

＊申込み締め切り：７月 14 日（木）正午 

※教諭は「出張」。市講師・市支援員は、勤務日

にして、「出張」として参加いただけます。 

 

お誘い合わせて、ぜひご参加ください。 

お待ちしています♪ 

編集・発行：“学びの森” 
〒410-1102 裾野市深良 435 番地 

TEL：055-995-4903 

   FAX：055-995-4904 
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オンラインでの講演会です。

各自の Chromebook は使い

ません。 


